
年
間
６
千
ト
ン
の
出
荷
見
込
み

新
加
工
馬
鈴
し
ょ
施
設
が
稼
動

冬
は
寄
せ
鍋
が
最
高

一
人
暮
ら
し
お
年
寄
り
の
集
い
が
開
催

12月22日、加工馬鈴しょ集出荷貯蔵施設の

竣工式が津別町農業協同組合活汲事業所施設

内で行われました。

同施設は国の平成20年度強い農業づくり事

業による補助事業の一環で、昨年８月に起工

式が行われました。これまでは、一時的な保

管のための施設はあったものの、長期に渡る

貯蔵はなく品質低下の問題がありましたが、

スケール検査処理室や６室の空調冷蔵施設を

備えたこの施設は馬鈴しょの長期貯蔵が可能で、広島県などへ出荷する際の品質保持と出荷量の拡大が可能

になりました。

式には津別町農業協同組合、工事関係者ら約70人が出席し玉ぐし奉てんなどの神事を行いました。式典の

最後にはテープカットが行われ、新施設の完成を祝いました。

１
月
13
日
、
津
別
町
中
央
公
民
館
で
、
一
人
暮
ら

し
お
年
寄
り
の
集
い
（
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
お
年

寄
り
87
人
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

料
理
は
、
寄
せ
鍋
、
赤
飯
、
お
汁
粉
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
所
属
さ
れ
て
い
る
方
と
津
別
町

赤
十
字
奉
仕
団
の
方
々
20
人
の
協
力
に
よ
る
豪
華
な

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
余
興
で
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
が
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。参

加
者
は
「
冬
は
、
皆
で
食
べ
る
寄
せ
鍋
は
美
味

し
く
、
会
話
も
弾
み
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

１
月
14
日
、
津
別
町
教
育
委
員
会
顕

彰
の
表
彰
が
教
育
長
室
で
行
わ
れ
、
７

人
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
選
ば
れ
た
の
は
テ
ニ
ス
の
加
藤

千
花
さ
ん
と
佐
藤
梨
緒
奈
さ
ん
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
の
笹
本
陸
さ
ん
と
佐
々
木
大

樹
さ
ん
と
近
藤
柊
馬
さ
ん
、
相
撲
の
中

橋
清
美
さ
ん
と
白
尾
聡
さ
ん
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

選
手
ら
を
代
表
し
て
中
橋
さ
ん
が

「
今
ま
で
は
相
撲
し
か
こ
の
賞
を
い
た

だ
い
て
こ
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
テ
ニ

ス
と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
選
手
も
選
ば

れ
、
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
仲
間
と
し

て
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
讃
え
る

７
人
３
団
体
が
表
彰
を
受
け
る

12月24日、新しい美幌警察署本岐駐在所の開所式が行

われました。本岐駐在所は昭和58年に建てられ築28年が

過ぎ、老朽化のため昨年８月から建て替えが進められて

いました。新しい駐在所は住民の相談に応じるためのコ

ミュニティー施設を完備。

開所式には美幌警察署長や佐藤町長、自治会住民ら約

20人が出席。同駐在所には小本一雄警部補が勤務し、

「地域住民の安心のよりどころとして犯罪防止に努めてい

きます」と決意を述べました。

「
地
域
住
民
の
安
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」

本
岐
駐
在
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

津別町総合計画策定審議会（原田英機会長）は、平成22年４月

から平成32年３月までの10年間の新しいまちづくりに関する総合

計画（案）の審議を終え、12月29日に佐藤町長に答申しました。

町では、計画（案）策定のために平成20年の７月に公募委員５名

の他に町内の各団体の協力を得、50名体制による策定審議会を設

置し、諮問を受けた策定審議会では、昨年12月まで17回にわたる

検討作業を行ってきたものです。

計画（案）の「はじめに」では、「町は、この地に暮らす私たち

一人ひとりの生活の基盤であり、身近な社会」とし、「それを日々

育て、担い、そして活気に満ちたものに仕立て上げていく仕事は、

他ならぬ町民の使命なのです」と『町は舞台、町民が主役』の考え方を基本に据えられています。

また、今後のまちづくりのキー・コンセプトを『田園工房のまち・つべつを目指して』とし、中心市街地の活

性化・地場産業の活性化・まちづくりセンター構想からなる３つの戦略プロジェクトを設定し、その具体的な

展開が記載された内容となっています。

原田会長は、富田会長職務代理とともに町長室を訪れ、「この計画（案）は、我が町に点在する有力な各種資

源と潜在力を線で結び、その質を高めて行くために、優先的かつ重点的に取り組むべき内容に絞り込んだもの

です。実行性を高めるためにも、行政の先導的な役割を大いに発揮されることを期待します。」と答申書を読み

上げ、策定審議会でまとめ上げた計画（案）を手渡しました。町長は、１年６ヶ月にわたる策定作業に感謝し

「計画（案）の本旨である『町は舞台、町民が主役』のまちづくりに向け全力を上げたい。そして、計画（案）

に携わっていただいた皆さんに、引き続きご意見・お力添えをいただき取り組んでいきたい。」と今後の協力を

求めました。

町では、答申を受け本町の最上位計画として、３月議会に提案していくこととなります。

札幌で開かれた第６回北海道インドアソフトテニス

選手権大会のダブルス部門で第３位に入賞し、千葉県

で開催される全国大会へ北海道代表として出場するこ

とが決まった津別小学校４年生の河野ノアさんが、１

月18日に町長室を訪れ道大会の入賞報告と全国大会で

の活躍を誓いました。昨年９月から美幌ソフトテニス

少年団の選手とダブルスを組み、後衛を担当。「全国大

会では決勝リーグにあがれるように頑張りたい」と話

し、佐藤町長は「体調管理に努め決勝リーグにぜひ進

んでほしい」と激励しました。

津
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団

全
国
で
の
活
躍
に
期
待
！

き
ん
ぴ
ら
や
漬
け
物
に
！

町
内
施
設
に
ヤ
ー
コ
ン
寄
贈

12
月
20
日
、「
ヤ
ー
コ
ン
３
人
組
」

の
一
人
、
中
山
和
彦
さ
ん
が
ヤ
ー
コ
ン

10
キ
ロ
の
寄
贈
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
訪
れ

ま
し
た
。「
ヤ
ー
コ
ン
３
人
組
」
は
上

里
、
美
都
、
布
川
で
農
業
に
従
事
す
る

か
た
わ
ら
、
２
年
前
か
ら
ヤ
ー
コ
ン
の

研
究
や
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
若
手

農
業
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ヤ
ー
コ
ン
は
、
繊
維
質
が
多
く
ナ
シ

に
似
た
触
感
が
特
徴
。「
糖
度
や
栄
養

価
も
高
い
の
で
、
食
べ
て
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
中
山
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
福
祉
寮
と
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ほ
の
ぼ
の
に
も
寄
贈
を
行
い
、
３

施
設
で
計
22
キ
ロ
を
贈
り
ま
し
た
。

新たな施設の門出を祝うテープカット


